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　人ロの動き
　10月1日現在一
男4，295（一2）
女4，378（一3）
計8，673（一5）
世帯数2，254（十1）

　（）は前月比較



続
け
よ
う
声
掛
け
運
動

　
今
年
の
町
内
に
お
け
る
交
通
死
亡
事

故
の
発
生
状
況
は
、
ま
さ
に
異
常
と
も

い
え
る
ほ
ど
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
交

通
事
故
は
、
加
害
者
・
被
害
者
と
も
に

家
族
や
親
類
を
も
巻
き
込
ん
だ
悲
し
い

結
果
し
か
生
み
出
し
ま
せ
ん
。
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
、
交
通
事
故
を
他
人
ご

と
と
考
え
ず
に
、
絶
え
ず
認
識
し
注
意

し
な
が
ら
、
車
や
バ
イ
ク
、
自
転
車
に

乗
り
、
あ
る
い
は
歩
行
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
町
で
は
、
九
月
十
四
日
か
ら
三
十
日

ま
で
を
「
交
通
安
全
の
緊
急
対
策
期
間
」

と
し
て
、
警
察
や
交
通
安
全
協
会
、
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
な
ど
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
各
種
事
業
を
展
開
し

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
常
の
交
通

安
全
に
は
期
限
も
な
け
れ
ば
休
み
も
あ

り
ま
せ
ん
。
今
回
の
緊
急
対
策
の
重
点

項
目
と
し
た
「
家
族
声
掛
け
運
動
」
を

一
過
性
の
運
動
に
終
わ
ら
せ
な
い
よ
う

に
、
ご
家
族
や
職
場
で
引
き
統
き
励
行

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

9／27交通安全体験学習会より「ダミーを使った車の衝突実験」

今
日
か
ら
始
め
よ
う

　
　
　
交
通
死
亡
事
故

　
　
　
　
　
ゼ
ロ
の
ま
ち
づ
く
り

　
昭
和
六
十
年
か
ら
平
成
六
年
ま
で
の

年
次
別
交
通
事
故
発
生
件
数
を
集
計
し

た
も
の
が
左
表
で
す
。
こ
こ
数
年
交
通

死
亡
事
故
が
連
続
し
て
発
生
し
て
い
ま

す
が
、
何
年
も
な
か
っ
た
期
間
も
あ
り

ま
す
。
も
う
一
度
初
心
に
返
っ
て
、
交

通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
ま
ち
づ
く
り
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

川西町における年次別

交通事故発生件数

見やすい場所に貼ってあり

ますか

　　　　　　　7．10．10②

年次 件数 傷者liiii 護飲酒
十日町
警察署管内

死者数

新潟県内

死者数
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30iiiiiiiiiiiiii嚢iiiiili

6 10 279

7 30
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一 9 206

夕暮れどきは早めにライトの点燈を
※平成7年は9月20日現在の集計
　です。



　　　ミk、六　　　　赤・w　　　　　　　￥　￥一’　　1　H612．27R252写　赤谷入口　　　　80

嘘　 黛＼浴財今癒こ　’』…4H76：23．上野　　55

レ

片1／

ダ
’』＝．・〃“

批、〃新

．．光く

番号 年月　日 場　　　　　　　所 年齢性別

1 H6．12．27 R252号　赤谷入口 80　男

2 S63．5．23 〃　　中仙田 25　男

3 H6．6．27 〃　　越ケ沢 16　男

4 H7．6．23 〃　　上　野 55　男
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番号 年月　日 場　　　　　　　所 年齢 性別

5 S63．9．14 東山新町新田線　坪　山 53 女

6 H5．10．26 〃　　　　高原田 79 女

7 H3．4．21 〃　　　　　　　　　　　　〃 26 男

8 H6．7．8 〃　　　　木島川 70 男

9 H7．3．5 〃　　　　沖　立 54 男

10 H7．8．29 〃　　　　中屋敷 75 男

11 H5．2．27 〃　　　　中央町 6 女
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平
成
六
年
度
の
決
算
が
、
九
月
の
議

会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

決
算
は
、
平
成
六
年
四
月
一
日
か
ら
七

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
収
支
を
ま
と

め
た
も
の
で
す
。
一
般
会
計
の
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
歳
入
は
、
六
十
億
六
千
九
百
四
十
五

万
円
、
歳
出
は
五
十
八
億
三
千
七
百
三

十
万
円
で
、
五
年
度
決
算
に
比
べ
て
、

歳
入
で
は
二
一
・
二
％
、
歳
出
で
は
二

〇
・
三
％
増
加
し
ま
し
た
。

　
歳
入
に
は
、
町
税
、
分
担
金
、
負
担

金
、
使
用
料
、
手
数
料
な
ど
、
町
が
自

ら
の
手
で
徴
収
す
る
こ
と
の
で
き
る

「
自
主
財
源
」
と
、
国
県
支
出
金
、
地

方
交
付
税
、
地
方
譲
与
税
、
地
方
債
の

よ
う
に
、
国
や
県
か
ら
定
め
ら
れ
た
額

を
交
付
さ
れ
た
り
、
割
り
当
て
ら
れ
た

り
す
る
「
依
存
財
源
」
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
の
歳
入
構
造
は
、
依
存
財
源
の
割

合
が
高
く
、
六
年
度
決
算
で
も
六
六
・

九
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
五
年

度
と
比
べ
て
二
・
四
ポ
イ
ン
ト
減
少
し

て
お
り
ま
す
が
、
財
政
調
整
基
金
か
ら

の
繰
入
金
に
よ
る
一
時
的
な
も
の
で
、

財
源
の
依
存
度
が
高
い
と
い
う
体
質
は
、

依
然
と
し
て
続
い
て
い
ま
す
。

　
歳
出
の
う
ち
、
主
な
建
設
事
業
と
し

て
は
、
川
西
中
学
校
屋
内
運
動
場
、
観

光
交
流
会
館
（
サ
ン
パ
レ
ス
・
ナ
カ
ゴ
）

の
建
築
、
千
手
地
区
の
特
定
環
境
保
全

公
共
下
水
道
事
業
（
繰
出
金
）
、
仙
田

地
区
の
農
業
集
落
排
水
緊
急
整
備
事
業

（
繰
出
金
）
、
道
路
の
改
良
舗
装
工
事

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

歳入

　
ま
た
、
行
政
事
務
を
進
め
る
た
め
の

経
常
的
な
経
費
の
ほ
か
、
町
民
の
健
康

保
持
の
た
め
の
各
種
検
診
の
充
実
、
高

齢
化
に
対
応
す
る
た
め
の
各
種
福
祉
事

業
、
生
涯
学
習
の
推
進
、
農
業
振
興
策

な
ど
、
目
に
見
え
な
い
と
こ
ろ
に
も
、

み
な
さ
ん
の
大
切
な
お
金
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。繰越金2．6％

諸収入2．5％

分担金負担金1．6％

財産収入1．2％

使用料手数料0．4％

寄附金0．0％

利子割交付金0．4％

醤攣

自動車取得税交付金0．7％

　　　地方譲与税1．5％

　県支出金6．4％

国庫支出金＼
＼　　　7．9％

　
　
円

　
　
万
計
5
合
94
入
ら
歳
60
　
％

　
　
　
　
％
．

薄
慧
論

債
眺
肪
に

地方交付税

　　　38．0％

総額58億3，730万円はこのように使われました

衛生費5．4％
3億1，300万円

総務費15．9％
9億2，553万円

民生費11．9％
6億9，7a3万円

　
　
　
　
φ

跳露
円
バ
，

費
晒
“

　
娼
育
瓢
　
億
教
B
　
　
（
　
．
・

　
　
　
　
う

農林水産業費緬．0％

8億7．蒲0万円
消防費3．0艶
1億7，364万円

商工費1、8％
1億＠，5菊万円

　
％
　
譲
ひ
ー

ザ

・
費
円
会
訪

　
　
　
30

　
議
L
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特別会計決算

国　　民

健康保険

歳入 5億2，706万8干円

歳出 4億9，538万8干円

国民健康
保険診療所

歳入 2億0，412万0干円

歳出 2億0，339万6干円

老人保健

歳入 8億0，075万5干円

歳出 7億7，387万7干円

簡易水道

事　　業

歳入 1，862万0干円

歳出 1，843万9干円

農村集落

排水事業

歳入 12億8，200万9干円

歳出 12億7，541万9干円

下水道
事　　業

歳入 6億5，668万1干円

歳出 6億3，160万1干円

※上記金額は千円未満を切り上げてあります。

　9月15目から一部供用開始した仙田地区の
　農業集落排水処理施設。壁面にはホタルを
　イメージした絵がかかれています（岩瀬地内）

⑤7．10．10

お知らせします

百万円■町民税國固定資産税翻たばこ税團軽自動車税□その他

項目　　年度 60 61 62 63 元 2 3 4 5 6
町　民　税 175 186 201 210 221 232 223 236 262 235

固定資産税 302 313 321 320 329 351 498 509 509 553

たばこ税 24 24 25 26 24 24 24 24 24 13

軽自動車税 10 11 11 11 12 12 12 12 13 24

そ　の　他 22 23 26 30 10 0 1 0 0 0

　
　
％

　
　
o
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だ
訳
翻
内
鮎
の
蒲

出歳輯硬
”
　
％

的
麗
目
費
翻

　
　
　
鴻

　
　
債
躍

　
　
公
臆

泌幽晒

嬰
労働費o．2％
1，349万円

護齢雛甫

　　　《鞭》9一要定セ玲

　　　口QO自OQOQ亀、コ
oロGO

災害復旧費　1．1％

6，2刀万円

　　　嶺　　　　噸レ　　●



低利な貸付制度、有利な補助金制度

応援します 雪に強い家づくり
　　　　　　　　　11月30日までに連絡ください

　町では、屋根の雪おろし作業の解消と、安全で快適な克雪住宅を普及
したいと、一定の要件に該当した住宅に対して、低利な貸付制度、有利
な補助金制度を設けております。
　平成8年度中に住宅の新築や、屋根の改良を予定している方で貸付制
度、補助金制度の申し込みを希望する方は、下記の要件をご覧のうえ11
月30日までに連絡ください。連絡いただかないと、制度を利用できない
ことがあります。
〈連絡先〉

　建設課都市計画係　盈68－3111（内線323）有線2123

◎貸付制度最高500万円（300万円）利率は2．0％（5．0％）　一一

貸　　　　　付　　　　　対　　　　　　象
貸　　付　　額 貸付利率 貸付期間区　分

対　　　　　　象　　　　　　経　　　　　　費

平年雪に対して屋根の上で融雪できる施設を備えた建物の新築 貸付対象経費の50万円

融雪式 ・増築・改築、又は屋根部分の改良融雪施設の設置に要する経 以上500万円以内とする。 年2．0％

費。ただし、地下水の開放利用を伴うものは除く。 （貸付額は10万円単位）

屋根の構造、勾配等により人力によらずに落雪する建物の新築、

増築、改築又は屋根部分の改良、施設の設置に要する経費で、

次の各号のすべてに該当するもの。

（1）階高（床下部分の構造が非木造で、その部分に居住室がな

いもの）が1．5m以上あること。
貸付対象経費の80％以

（2）屋根勾配が概ね25度以上で、金属板等滑雪能力のある材料
内で50万円以上300万円

落雪式 を使用したもの。但し、特に滑雪能力がある材料を使用する 年5．0％
以内とする。 10年以内

場合の屋根勾配はこの限りでない。
（貸付額は10万円単位）

（3）落雪側の外壁から、隔地境界線までの距離を軒高の70％以

上確保すること。但し、屋根形状により落雪が隣地に影響を

及ぼさないと認められる部分についてはこの限りでない。

（4）外壁から道路及び河川境界線等までの距離を2．5m以上確保

すること。

3．Om以上の積雪荷重にも安全であることが構造計算等で確認で 貸付対象経費の80％以

き、かつ雪ぴ対策を講じた2階建以上の建物、及び、平屋建で 内で50万円以上500万円
耐雪式 年2．0％

5台以上収容可能な共同車庫の新築・増築・改築に要する経費。 以内とする。

ただし、アーチ型に類するものは除く。 （貸付額は10万円単位）

※　融雪構造家屋の新増改築の場合　屋根面積

※落雪式家屋の新増改築の場合　床面積

66㎡以下　（貸付限度額300万円）66㎡超～100㎡以下（貸付限度額400万円）

100㎡超　　（貸付限度額500万円）

100㎡以下（貸付限度額200万円）100㎡超（貸付限度額300万円）

　圏雀 ‘ 劉一屍　。

皿
㎜
聴

●

借入申込人

轄
櫛
舜

　
　
　
司

い
ぢ

　　　　　　　　⑦貸付決定通知
川西町役場

　　　　　　　　　　　　　　　　取扱金融機関
　　※取扱金融機関は、新潟県信用組合川西支店・新潟川西農協の2機関です。

■償還方法
償還は、貸付を受けた翌月から、元利均等により毎月償還となりま

す。償還期間は最長で10年間です。繰上げ償還もできます。

●償還期間m年の場合

借入金額 金利5．0％の毎月償還額 金利2．0％の毎月償還額

1，000千円 約10，600円 約9，200円

2，000千円 約21，200円 約18，400円

3，000千円 約31，800円 約27，600円

4，000千円 一
約36，800円

5，000千円 一
約46，000円

■貸付の対象
川西町に克雪住宅等を建築または改良し、その住宅等を利用する人
が対象になります。

7．10．10⑥
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落雪式高床式併用

◎補助金制度最高限度44万円
克雪住宅の種類 要　　　　　　　　　　　　　　件

屋根雪を人力によらずに落下させる屋根構造又は強制落雪装置を有し、かつ敷地内で雪処

落　　　雪　　　式 理できる住宅の新築、増築、改築及び改良で、右記貸付制度の「落雪式」欄の（2）～（4）のすべ

てに該当するもの。

熱エネルギー（電気、ガス、灯油等）又は地下水等の利用により屋根融雪できる施設（構

融　　　雪　　　式 造）の住宅の新築、増築、改築及び改良。

ただし、地下水かん養施設を設置した以外の地下水等の開放利用のものは除く。

耐　　　雪　　　式
3．Omの積雪荷重（1㎡当たり900kg）に対し、安全であることが構造計算等により確認で

き、かつ雪ぴ対策を講じた住宅の新築、増築及び改築。

高床式とは、原則として基礎を一体の鉄筋コンクリート造とし、当該基礎の地盤面上の高

落雪式高床式併用 さを1．Om以上とした住宅の新築、増築及び改築。ただし、建築基準法上、床下部分が床面積

に算入されたものは除く。　（落雪式の要件も該当すること）

や
つ
て
よ
か
っ
た

　
　
　
融
雪
施
設

こ
の
補
助
制
度
を
利
用
さ
れ
た
方
お

二
人
に
話
し
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

融
雪
屋
根
の
導
入
の
理
由
と
し
て
は
、

お
二
人
と
も
「
い
ず
れ
自
分
で
雪
降
し

が
で
き
な
く
な
る
。
そ
の
時
に
備
え
て
」

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
導
入
し
て
み
て

の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

上
野
の
清
水
清
司
さ
ん
は
、
石
油
を

使
う
タ
イ
プ
な
の
で
経
費
が
か
か
る
か

な
と
思
っ
た
が
、
今

冬
は
ド
ラ
ム
缶
5
本

程
度
で
思
っ
た
よ
り

か
か
ら
な
か
っ
た
。

北
側
の
方
が
雪
が
た
ま
り
や
す
く
消
え

に
く
い
。
計
画
の
段
階
で
解
決
法
を
知

っ
て
い
れ
ば
施
工
に
反
映
で
き
た
の
に
。

今
に
な
る
と
こ
の
こ
と
が
少
し
残
念
で

す
と
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、
東
善
寺
の
喜
多
　
誠
さ
ん
は
、

今
冬
は
一
千
リ
ッ
ト
ル
位
の
灯
油
を
使

い
ま
し
た
。
で
も
、

自
分
で
掘
っ
て
、
そ

れ
か
ら
の
片
付
け
を

考
え
れ
ば
、
そ
う
た

い
し
た
こ
と
で
は
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

雪
が
降
っ
て
も
、
た
ま
ら
な
い
う
ち
に

ボ
イ
ラ
ー
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
れ
ば
安

心
し
て
い
ら
れ
る
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

◆対象になる建物は住宅

　川西町に自ら居住または所有する克雪住
宅（併用住宅を含む）を建築または改良す
る人が対象になります。

◆補助金の対象工事費

克雪住宅の種類 対　象　工　事　費

ア　落　　　雪　　　式

　一般住宅（カラー鉄板）と

落雪式住宅（ステンレス鋼板、

フッソ樹脂鋼板等の滑雪能力

のある金属板）との屋根工事
費の差額。

イ　融　　　雪　　　式
屋根融雪施設（構造）に要す
る全体工事費。

ウ　耐　　　雪　　　式
一・般住宅と耐雪住宅との建築

工事費の差額。

工　落雪式高床式併用

　落雪式の対象工事費と、一

般住宅と高床式住宅との基礎
工事費の差額の合計。

※
号
は
建
築
主
が
行
う
手
続
き
で
す
。

の城当翻隔昭膣垂i磁

垂
川
西
町
役
場

ゆ

①申込み
　1．住宅の所有に関す

盤1謬：：麟雷駿一罪←謬…一㊨一

　　書類

②補助金交付申請完了実績報告
　1．工事契約書の写し

1裏1罵一劒一一⑱・⑱一
　4．完了写真
　5．選定結果通知書

◎補　付請求補助金の一…一一一・一一一㊧一・一・
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欝

重
壌
の
粥
通
・
箋
．

　
　
　
　
鞭
襯
齢
灘

．
躍
纏
灘
鯛
縫
灘
朧
雌
鱗
・

幾
鑛
鞭
籔
難
懸
諜
欝
灘
難
灘

雛
饗
灘
醸
撚
難
鑛
織
嚢
難

　
　
　
　
　
　
　
灘
謹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍵

　
　
　
　
　
畢

　
　
　
　
　
　
　
　
朋
雛
　
闘

◆
部
分
管
理
、
間
接
統
制
へ
の
移
行

　
①
こ
れ
ま
で
の
「
自
主
流
通
米
の

　
　
よ
う
な
民
間
流
通
の
良
さ
を
活
か

　
　
し
て
流
通
す
る
米
」
　
（
仮
称
自
主

　
　
流
通
米
）
が
基
本
的
な
流
通
で
あ

　
　
る
こ
と
が
法
制
的
に
も
位
置
付
け

　
　
ら
れ
、
政
府
に
よ
る
買
入
は
備
蓄
、

　
　
ミ
ニ
マ
ム
・
ア
ク
セ
ス
の
管
理
に

　
　
必
要
な
量
に
限
定
さ
れ
ま
す
。

　
②
備
蓄
が
法
制
化
さ
れ
、
政
府
買

　
　
入
米
と
ミ
ニ
マ
ム
・
ア
ク
セ
ス
米

　
　
と
に
よ
る
政
府
の
備
蓄
及
び
自
主

　
　
流
通
米
法
人
に
よ
る
民
間
備
蓄
や

　
　
過
剰
時
に
お
け
る
調
整
保
管
と
に

　
　
二
分
化
さ
れ
ま
す
。

　
③
生
産
調
整
の
法
律
上
の
位
置
付

　
　
け
が
明
確
と
な
り
、
生
産
者
の
生

　
　
産
調
整
へ
の
不
参
加
に
つ
い
て
ぺ

　
ナ
ル
テ
ィ
が
無
く
な
り
ま
す
。

　
　
変
わ
っ
て
、
生
産
調
整
へ
の
参

　
加
者
に
は
政
府
の
買
入
を
保
証
し

　
て
い
ま
す
が
、
生
産
調
整
を
含
め

　
た
需
給
安
定
に
つ
い
て
、
調
整
保

　
管
等
生
産
者
及
び
生
産
者
団
体
の

　
責
任
と
リ
ス
ク
の
負
担
を
求
め
て

　
い
ま
す
。

④
自
主
流
通
米
価
格
形
成
セ
ン
タ

　
ー
が
法
制
化
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
で

　
の
入
札
取
引
で
形
成
さ
れ
た
価
格

　
が
、
自
主
流
通
米
取
引
の
基
準
と

　
な
り
、
政
府
買
入
、
売
渡
し
価
格

　
の
決
定
に
重
要
な
指
標
と
な
り
ま

　
す
。

⑤
米
の
流
通
ル
ー
ト
が
複
線
化
、

　
多
元
化
し
ま
す
。
コ
メ
生
産
者
の

　
政
府
へ
の
売
渡
し
義
務
は
廃
止
さ

　
　
れ
ま
す
が
、
消
費
者
の
必
要
と
す

　
　
る
数
量
の
コ
メ
は
、
計
画
出
荷
米

　
　
（
自
主
流
通
米
、
政
府
米
）
と
し

　
　
て
、
安
定
的
に
出
荷
さ
れ
る
よ
う

　
　
コ
メ
の
売
渡
し
先
が
特
定
さ
れ
ま

　
　
す
。
コ
メ
の
出
荷
取
扱
業
者
（
農

　
　
協
な
ど
）
と
卸
・
小
売
業
者
は
、

　
　
現
在
の
指
定
制
・
許
可
制
か
ら
登

　
　
録
制
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在

　
　
の
有
機
米
な
ど
の
特
別
栽
培
米
や

　
　
縁
故
米
な
ど
は
、
生
産
者
が
数
量

　
　
を
届
け
出
れ
ば
、
自
由
に
販
売
で

　
　
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

◆
輸
入
米
・
減
反
・
調
整
保
管

　
政
府
は
こ
れ
ま
で
、
ミ
ニ
マ
ム
・
ア

ク
セ
ス
米
に
よ
る
減
反
の
強
化
は
し
な

い
と
い
っ
て
い
ま
す
。
最
近
に
な
っ
て
、

北
朝
鮮
へ
の
援
助
米
と
い
う
こ
と
を
実

施
し
、
さ
ら
に
、
追
加
援
助
の
申
し
入

れ
も
き
て
い
ま
す
が
、
当
面
約
四
十
万

ト
ン
（
六
年
後
に
は
約
八
十
万
ト
ン
）

づ
つ
く
る
輸
入
米
の
処
理
を
明
確
に
し

て
い
ま
せ
ん
。
通
常
政
府
の
備
蓄
米
は
、

年
間
百
五
十
万
ト
ン
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
平
成
六
年
の
豊
作
や
輸
入
米
な

ど
か
ら
、
平
成
八
米
穀
年
度
（
平
成
七

年
十
一
月
か
ら
平
成
八
年
十
月
）
末
で

の
在
庫
は
、
三
百
万
ト
ン
と
も
四
百
万

ト
ン
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
が
、
減
反
強
化
に
結
び
付
く

こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
と
言
え
ま
す
。

　
今
後
の
減
反
は
、
生
産
者
の
自
由
選

択
に
よ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

減
反
は
し
た
い
人
が
す
れ
ば
良
く
、
減

反
し
た
く
な
い
人
は
し
な
く
て
も
良
い
、

と
い
っ
た
見
方
も
で
き
ま
す
が
、
米
の

自
由
市
場
を
迎
え
、
米
価
の
極
端
な
変

動
も
予
測
さ
れ
る
状
況
の
中
で
、
生
産

者
の
意
識
の
変
革
も
重
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。
減
反
（
生
産
量
の
調
整
）
を
実

効
性
の
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、

選
択
制
ど
こ
ろ
か
、
あ
る
種
の
強
制
感

を
伴
っ
て
、
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
る
ほ
ど
の
間
題
が
内
在
し
て
い
ま

す
。
　
生
産
調
整
が
有
効
に
機
能
す
る
に
は
、

経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
転
作
助
成

金
、
転
作
作
物
の
所
得
水
準
、
及
び
政

府
買
入
価
格
水
準
と
の
整
合
性
を
考
え

て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
減
反
が
計
画
通
り
に
行
わ
れ
た
と
し

て
も
、
作
柄
に
よ
る
供
給
量
の
変
動
は

避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
供
給
量
が
需
要
量

を
超
え
た
場
合
に
、
個
々
の
生
産
者
や

J
A
が
自
由
に
販
売
す
れ
ば
、
米
価
は

下
落
し
ま
す
。
こ
れ
を
避
け
る
た
め
に

総
量
的
な
調
整
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま

す
。
新
制
度
で
は
、
需
要
量
を
超
え
た

分
は
政
府
が
備
蓄
し
、
J
A
な
ど
が
調

整
保
管
を
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

調
整
保
管
に
必
要
な
経
費
を
政
府
が
負

担
す
る
の
か
ど
う
か
は
、
ま
だ
明
ら
か

に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
新
食
糧
法
施
行

に
当
っ
て
の
細
部
的
な
詰
め
は
、
今
な

お
国
に
お
い
て
検
討
中
と
の
こ
と
で
す
。

具
体
的
に
な
り
し
だ
い
、
そ
れ
ぞ
れ
に

対
応
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
農
業

の
大
変
革
、
不
透
明
な
農
政
の
一
端
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
今
後
の
施
策
に
ご

協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

出
荷
を
待
つ
コ
シ
ヒ
カ
リ
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ご
存
知
で
す
か
行
政
相
談

行
政
に
不
服
や
苦
情
が
あ
っ
た
ら

ロ
丁

孟イ』

政
相
談
委
員

　
皆
さ
ん
の
普
段
の
生
活
の
中
で
、
国

の
行
政
に
対
し
て
不
満
や
苦
情
を
抱
い

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
そ
ん
な
時
、
ど
こ
に
そ
の
苦
情
な
ど

を
話
し
に
い
っ
た
ら
い
い
か
迷
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
大
体
は
役
場
に
行
っ
て
相
談
す
れ
ば
、

そ
の
内
容
な
ら
ど
こ
ど
こ
に
行
っ
て
話

を
す
れ
ば
い
い
と
教
え
て
く
れ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
国
の
機
関
で
あ
る
総
務
庁

で
は
、
昭
和
四
十
一
年
か
ら
行
政
相
談

委
員
制
度
を
設
け
、
各
町
村
に
行
政
相

談
委
員
を
委
嘱
し
て
、
そ
う
し
た
国
の

行
政
に
対
す
る
苦
情
等
を
皆
さ
ん
か
ら

聞
き
、
そ
の
解
決
に
当
ら
せ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
国
の
許
認
可
事
務
の
決
裁

が
遅
す
ぎ
る
と
か
、
道
路
や
橋
の
痛
み

を
い
つ
ま
で
も
ほ
っ
た
ら
か
し
て
い
る

と
か
、
公
営
住
宅
の
設
置
が
少
な
す
ぎ

る
と
か
、
こ
ん
な
日
常
的
な
不
満
や
苦

情
が
あ
っ
た
場
合
、
行
政
相
談
委
員
に

相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
軽
易
な
事
柄
な
ら
助
言
が
で
き
ま
す

し
、
重
大
な
問
題
な
ら
管
区
行
政
監
察

局
を
通
じ
て
関
係
省
庁
に
連
絡
し
、
改

善
で
き
る
も
の
は
改
善
さ
せ
、
そ
う
で

な
い
も
の
は
そ
れ
な
り
に
回
答
を
さ
せ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
般
的
に
は
行
政
相
談
委
員
は
、
総

務
庁
の
委
嘱
に
基
づ
く
者
で
す
か
ら
、

一
』
‘

相
談
を
受
け
る
内
容
は
、
国
の
機
関
に

対
す
る
も
の
に
限
ら
れ
ま
す
が
、
県
や

市
町
村
の
行
政
に
対
す
る
も
の
で
も
相

談
さ
れ
て
構
い
ま
せ
ん
。
該
当
す
る
部

署
に
連
絡
を
取
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

回
答
は
そ
ち
ら
か
ら
直
接
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
行
政
相
談
は
、
毎
月
一
回
開
い
て
い

ま
す
が
、
日
時
及
び
場
所
に
つ
い
て
は

毎
月
一
日
発
行
の
お
知
ら
せ
版
に
掲
載

し
て
あ
り
ま
す
。
お
気
軽
に
お
い
で
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
電
話
な
り
自
宅
に
お
い
で
に

な
っ
て
の
相
談
も
受
け
て
お
り
ま
す
の

で
そ
ち
ら
も
ご
利
用
に
な
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
行
政
相
談
委
員

　
高
橋
英
雄
（
学
校
町
）

　
　
　
含
六
八
－
三
三
三
四

模
擬
相
談
会
の
も
よ
う

平成6年度のデーターから

　　　　　一部を紹介します

処
理
事
例
紹
介

　急傾斜地の隣接地域の住民から、大雨で土砂崩れが発生

した場合、住宅に被害が及ぶ恐れがあるので、急傾斜地の

管理者に土砂崩れを防止する対策を考えてほしいと、相談

がありました。

　行政監察事務所で調査したところ、管理者が県知事であ

ることが分かりました。県にあっせんした結果、その危険

性が認められ、防護柵の設置などの改善策がとられました。

主
な
分
野
別
行
政
相
談
受
付
件
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年

道路の維持管理など

登記簿や公図の訂正
など

所得税や相続税の仕
組みなど

支払いの遅延、

加入期間の訂正など

食品衛生、営業許可

など
　　　　　（平成6

路（約14。000件）道

（約9，000件）記登

，700件）

，400件）

，200件）

国　　税 （約8

年　　金 （約7

環境衛生 （約5

’覧・【…ぎ急！量’…ぎミ！喜！蓋！葦！奉…ゴ覧’琶！議！量罫…ジ三！…主！…ぎ讐！蔓’葛’嘗’量！養！ヨ…ゴ茎’讐！篁！喜！＝…ピ覧・【…ぎ誉！讐！豊！葦，’琶’喜♪

一
般
旅
券
に
「
有
効
期
間
十
年
」

　
旅
券
法
が
改
正
さ
れ
、
今
年
の
十
一

月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
改
正
の

内
容
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
で
す
。

一
つ
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト
（
旅
券
）
の
有

効
期
間
が
延
長
さ
れ
、
二
十
歳
以
上
の

人
は
十
年
か
五
年
か
の
ど
ち
ら
か
を
選

べ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
二
つ
め
は
、

親
の
パ
ス
ポ
ー
ト
に
子
ど
も
の
名
前
を

併
記
す
る
こ
と
を
廃
止
し
、
十
二
歳
未

満
の
子
ど
も
に
対
し
て
は
手
数
料
を
半

額
に
減
ら
し
て
パ
ス
ポ
ー
ト
を
発
給
す

る
こ
と
で
す
。

・
一
般
旅
券
の
有
効
期
間
の
延
長

　
パ
ス
ポ
ー
ト
の
有
効
期
間
が
、
す
べ

て
十
年
に
な
る
と
い
う
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
現
在
の
、
五
年
期
間
の
パ
ス
ポ

ー
ト
は
そ
の
ま
ま
で
、
新
た
に
十
年
期

間
の
パ
ス
ポ
ー
ト
が
で
き
た
と
考
え
て

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
二
十
歳
未
満
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
ぼ
う

人
は
成
長
が
著
し
く
、
容
貌
も
変
わ
り

や
す
い
の
で
、
有
効
期
間
が
五
年
の
パ

ス
ポ
ー
ト
し
か
と
れ
ま
せ
ん
。
二
十
歳

以
上
の
人
は
、
五
年
か
十
年
ど
ち
ら
か

の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

例
え
ば
、
姓
が
変
わ
る
可
能
性
が
あ
る

未
婚
の
人
や
、
海
外
旅
行
に
は
め
っ
た

に
行
か
な
い
人
は
、
十
年
期
問
よ
り
五

年
期
間
が
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
頻
繁
に
海
外
に
行
く
人
に
は
、
十

年
期
問
の
ほ
う
が
便
利
と
い
え
ま
す
。

　
パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
給
の
た
め
の
手
数

料
は
、
五
年
の
有
効
期
間
の
も
の
を
新

規
に
発
給
す
る
と
き
は
一
万
円
、
紛
失

な
ど
で
再
発
給
す
る
と
き
の
手
数
料
は

　
　
　
　
　
　
　
が
登
場

八
千
円
で
す
。
有
効
期
間
が
十
年
の
パ

ス
ポ
ー
ト
は
新
規
発
給
の
手
数
料
が
一

万
五
千
円
、
再
発
給
の
手
数
料
は
一
万

二
千
円
と
な
り
ま
す
。

・
子
の
併
記
の
廃
止
と
十
二
歳
未
満
の

　
子
ど
も
の
発
給
手
数
料
の
減
額
措
置

　
こ
れ
ま
で
は
、
親
が
パ
ス
ポ
ー
ト
の

発
給
を
申
請
す
る
と
き
に
、
十
五
歳
未

満
の
子
ど
も
も
同
時
に
申
請
す
れ
ば
、

無
料
で
親
の
パ
ス
ポ
ー
ト
に
子
ど
も
の

名
前
を
併
記
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
改

正
後
は
、
子
ど
も
も
自
分
の
独
立
し
た

パ
ス
ポ
ー
ト
を
と
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
子
の
併
記
は
名
前
だ
け
で
、

写
真
が
な
い
た
め
、
同
一
人
で
あ
る
と

の
確
認
が
で
き
な
い
な
ど
の
難
点
が
あ

っ
た
か
ら
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
子
ど
も
自
身
の
パ
ス
ポ

ー
ト
が
発
給
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
よ
う

な
心
配
は
な
く
な
り
ま
す
が
、
他
方
で

手
数
料
が
か
か
っ
て
は
家
計
に
響
き
ま

す
。
五
年
の
パ
ス
ポ
ー
ト
の
新
規
発
給

手
数
料
は
一
万
円
で
す
が
、
十
二
歳
未

満
の
子
ど
も
の
場
合
は
、
五
千
円
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
小
さ
な
子
ど
も
を

も
つ
家
庭
に
と
っ
て
は
、
う
れ
し
い
心

配
り
で
す
ね
。

　
ま
た
、
こ
れ
に
伴
っ
て
現
在
の
申
請

書
は
、
十
一
月
一
日
か
ら
使
用
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
　
（
申
請
時
に
必
要
な
書

類
は
変
更
な
し
）
　
　
　
　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
詳
し
く
は
、
県
庁
旅
券
セ
ン
タ
ー
　
翫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヌ

（
費
〇
二
五
－
二
八
五
－
五
五
一
一
）
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨



藤
本
秀
雄
さ
ん
に

　
　
　
　
勲
五
等
双
光
旭
日
章

　
藤
本
秀
雄
さ
ん
（
八
十
八
歳
）
は
、

八
年
前
ま
で
川
西
町
伊
友
に
お
住
い
の

方
で
、
大
正
十
五
年
三
月
か
ら
昭
和
四

十
一
年
三
月
に
町
立
仙
田
中
学
校
長
を

退
職
さ
れ
る
ま
で
の
四
十
一
年
間
、
当

町
を
は
じ
め
県
内
公
立
小
中
学
校
の
教

育
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
退
職
後
は
、
川
西
町
史
の
執
筆
と
編

さ
ん纂
に
携
わ
る
一
方
、
町
文
化
財
調
査
審

議
会
委
員
と
し
て
、
町
の
社
会
教
育
の

振
興
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
民
生
委
員
や
川
西
町
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
長
、
千
手
地
区
体
育
振
興

会
長
な
ど
も
務
め
ら
れ
、
地
域
住
民
の

良
き
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
ご
活
躍
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
数
々
の
功
績

が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞
の
運
び
と

な
り
ま
し
た
。

人
員
・
服
装
の
点
検
願
い
ま
す

　
九
月
十
七
日
、
仙
田
小
学
校
体
育
館

を
会
場
に
、
秋
季
消
防
演
習
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
天
で
、
演
習

に
は
手
狭
な
会
場
と
な
り
ま
し
た
が
、

第
一
分
団
か
ら
第
六
分
団
ま
で
の
総
勢

三
百
七
十
七
人
が
、
調
整
し
な
が
ら
整

然
と
演
習
を
終
え
ま
し
た
。

ダ
ミ
ー
が
飛
び

　
　
　
　
　
　
　
自
転
車
は
ペ
シ
ャ
ン
コ

　
九
月
二
十
七
日
に
、
十
日
町
警
察
署

と
新
潟
県
ダ
ン
プ
協
会
十
日
町
支
部
の

指
導
と
協
力
を
得
て
、
総
合
体
育
館
駐

車
場
で
行
っ
た
交
通
安
全
学
習
会
に
は
、

老
人
ク
ラ
ブ
・
各
事
業
所
・
交
通
安
全

協
会
を
は
じ
め
、
小
・
中
学
校
の
生
徒

や
保
育
園
児
な
ど
も
参
加
し
、
総
勢
は

約
五
百
人
。

　
ダ
ミ
ー
を
使
っ
た
衝
突
実
験
や
、
ダ

ン
プ
カ
ー
に
よ
る
自
転
車
の
巻
き
込
み

実
験
に
か
た
ず
を
の
み
、
手
に
汗
を
握

り
な
が
ら
、
目
の
当
た
り
の
交
通
事
故

を
体
験
し
ま
し
た
。

　
指
導
に
当
た
っ
た
十
日
町
警
察
署
の

後
藤
交
通
課
長
さ
ん
や
波
田
野
係
長
さ

ん
か
ら
は
、
横
断
歩
道
で
は
左
右
の
確

認
を
必
ず
す
る
こ
と
、
自
転
車
に
乗
っ

て
も
右
折
な
ど
の
時
に
は
、
歩
行
者
と

同
じ
に
止
ま
っ
て
左
右
を
確
認
し
て
渡

る
こ
と
な
ど
、
普
段
か
ら
励
行
し
な
け

指
導
に
当
た
る
後
藤
交
通
課
長

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
改
め
て
教
わ
り

ま
し
た
。

自
転
車
の
巻
き
込
み

　
　
　
　
　
　
　
実
験
よ
り

こうならないように注意
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東
の
横
綱
平
野
キ
イ
さ
ん

（敬称略）

敬
老
の
日

　
　
　
　
九
二
九
人
に
祝
い
品
を
贈
る

　
老
人
週
間
（
九
月
十
五
日
～
三
十
日
）
　
　
◆
九
十
五
歳
の
祝

に
ち
な
ん
で
、
町
か
ら
は
七
十
五
歳
以
　
　
　
丸
山
タ
イ
（
東
善
寺
）
、
市
川
ト
ウ

上
の
九
百
二
十
九
人
に
、
県
か
ら
は
七
　
　
　
　
（
田
中
町
）
、
高
橋
ト
シ
（
木
島
）
、

十
七
歳
（
喜
寿
）
、
八
十
八
歳
（
米
寿
）
、
　
　
　
数
藤
ク
ラ
（
沖
立
）
、
田
村
ト
ネ
（
高

九
十
五
歳
の
百
二
十
一
人
に
敬
老
祝
い
　
　
　
原
田
）
、
村
山
シ
マ
（
新
町
新
田
）
、

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
半
田
源
治
（
室
島
）

　
八
十
八
歳
二
十
六
人
、
九
十
五
歳
七
　
　
◆
米
寿
の
祝

人
、
九
十
九
歳
（
臼
寿
）
一
人
に
は
、
　
　
　
斉
木
重
郎
（
朝
日
町
）
、
北
村
セ
ッ

町
長
、
助
役
、
収
入
役
が
各
世
帯
を
訪
　
　
　
　
（
東
善
寺
）
、
増
田
　
亨
（
学
校
町
）
、

間
し
て
、
直
接
祝
い
品
を
お
渡
し
し
ま
　
　
　
平
野
ヨ
ネ
（
学
校
町
）
、
南
雲
キ
ャ

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
（
中
屋
敷
）
、
大
井
カ
ツ
ノ
（
寺

　
臼
寿
、
九
十
五
歳
、
米
寿
の
祝
を
受
　
　
　
尾
）
、
星
名
ム
メ
ノ
（
沖
立
）
、
星

け
た
方
を
紹
介
し
ま
す
。
　
（
順
不
同
・
　
　
　
名
マ
ス
（
沖
立
）
、
星
名
マ
サ
ヲ
（
伊

敬
称
略
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
友
）
、
蔵
品
ト
ク
（
高
原
田
）
、
高

◆
自
寿
の
祝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
辰
雄
（
坪
山
）
、
中
村
佐
藤
治
（
坪

　
平
野
キ
イ
（
上
町
）
　
　
　
　
　
山
）
、
小
海
ヨ
キ
（
高
原
田
）
、
徳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
呂
　
　
永
フ
サ
（
高
原
田
）
、
高
橋
チ
カ
（
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難
．
　
　
　
原
田
）
、
中
條
正
次
（
元
町
）
、
押

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
木
サ
ク
（
元
町
）
、
若
山
ヤ
ノ
（
新

　
　
　
　
　
灘
．
、
、
　
、
、
・
繍
．
燃
．
　
　
　
　
町
新
田
）
、
相
馬
周
蔵
（
木
落
）
、

躍
・
．
難
　
・
　
　
　
　
、
三
　
’
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川西町長寿者番付 平成7　9月1日現

東 西

氏　　　名 住　所 世帯主 生年月日 年令 氏　　　名 住　所 世帯主 生年月日 年令

平　野　キ　イ 上　　町 菊　枝 M29．10．24 98 横　綱 北村　ク　メ 山野田 日出太 M30．4．10 98

星　名　ハ　マ 木　　島 得　　司 M33．3．5 95 大　関 村　山　シ　マ 新町新田 若山昭治 M33．5．12 95

市　川　ト　ウ 田中町 信　　二 M33．8．13 95 関　脇 丸　山　タ　イ 東善寺 富　司 M33．11．20 94

半　田　源　治 室　島 武　夫 M34．2．5 94 小　結 田　村　ト　ネ 高原田 M34．3．9 94

数　藤　ク　ラ 沖　立 伸　　治 M34．3．25 94 前　頭 高　橋　ト　シ 木　島 庄　作 M34．3．29 94

数　藤　寅　治 沖　立 寅　夫 M34．4．3 94 2 高　橋　惣　治 室　島 寅　　治 M34．6．5 94
宮　　　ト　ミ 山野田 啓　　一 M34．12．18 93 3 押　木福松 元　　町 晃　二 M35．2．25 93
高　橋　嘉　吉 坪　　山 嘉　　右 M35．3．13 93 4 五十川　ミ　キ 学校町 石川ヨシ M35．5．20 93
南　雲　ヤ　ス 田中町 善　二 M35．7．7 93 5 田　村　チャウ 鶴　吉 一　策 M35．7．23 93
高　橋　ト　リ 坪　　山 一　　弘 M35．9．7 92 6 押　木　竹　尾 高原田 M35．11．28 92

田　ロ　キ　ヨ 木　　落 直　正 M36．1．7 92 7 丸　山　宗太郎 下　原 本　人 M36．2．26 92
冨　井　カ　ト 上　　野 宏　　行 M36．3．1 92 8 春　日　フ　ク 伊　　友 好　　和 M36．5．25 92
小　海　ク　ヨ 小根岸 益　　男 M36．10．23 91 9 石　田　コ　ト 小　　脇 太郎松 M36．10．27 91
野　澤勝　由 野　　口 稔 M36．11．25 91 10 山　田　ヨ　シ 仁　　田 弘　　一 M36．12．10 91

清　水　デ　ン 上　　野 良　家 M37．1．4 91 lI 星　名　ハ　ル 学校町 美　信 M37．1．27 91

星　名　梅　治 下平新田 本　人 M37．2．15 91 12 高　橋　ヒ　サ 中仙田 恒　　平 M37．3．4 91

川　崎　治　作 室　島 弘　　明 M37．3．6 91 13 相　崎　テ　イ 発電所通晒 貞　雄 M37．3．17 91

平　野　タ　ツ 発電所通晒 稔 M37．4．11 91 14 井　口　定　芳 仁　　田 一　夫 M37．4．16 91

田　村ハツエ 上　　野 賢太郎 M37．6．5 91 15 田　村俊雄 上　　野 俊　一 M37．7．13 91
中　村　昌　平 岩　瀬 蓉　子 M37．9．10 90 i6 宮　本　貞　子 発電所通棟 昌　幸 M37．10．1 90

星　名　ト　モ 伊　　友 正　　男 M37．11．4 90 17 柄澤荘　八 沖　立 数藤実 M37．12．7 90

根津英作 上　　野 本　人 M37．12．21 90 18 市　川　カ　ツ 学校町 良　夫 M38．1．8 90

渡　辺　シ　ゲ 上　　野 孝　　平 M38．1．19 90 19 小野塚　キ　イ 中央町 一 M38．1．28 90

田　ロ　ト　ミ 木　　落 寛　　一 M38．1．30 90 20 小　幡　春　一 木　　落 本　　人 M38．2．19 90

⑬7．10．10



　　　　　　　〔男　　　子〕

5年100メートル
①五十川潤（千手）②上村晃一（上野）③丸山敦史（橘）

6年同
＊①佐藤由典（千手）②平澤卓紀（千手）③丸山継太（橘）

5年80メートル
①保坂一也（千手）②丸山和義（橘）③山口政志（橘）

6年同
①水落直人（橘）②平澤卓紀（千手）③茂野隼人（千手）

5年1500メートル
①大久保樹（橘）②高橋　亮（千手）③丸山和哉（上野）

6年同
①野沢新司（橘）②仲嶋　圭（上野）③藤巻雅巳（橘）

5年走り幅とび
①上村晃一（上野）②茂野知幸（千手）③羽鳥裕史（橘）

6年同
①佐藤由典（千手）②水落直人（橘）③丸山継太（橘）

5年走り高とび
①大久保樹（橘）②五十川潤（千手）

③登坂竜也（仙田）・丸山敦史（橘）

6年同
①野沢新司（橘）②大久保智史（橘）③清水　希（上野）

5年400メートルリレー
①千手A（高橋　亮、茂野知幸、馬場悠介、五十川潤）

②橘　A（丸山敦史、羽鳥裕史、丸山大悟、大久保樹）
③上　野（丸山和哉、上村和輝、片桐俊一、上村晃一）

6年同
①千手A（星名悠葵、平澤卓紀、小野塚豊、佐藤由典）

②橘（野沢新司、水落直人、藤巻雅巳、丸山継太）
③上　野（清水　希、押木卓哉、押木俊輔、仲嶋　圭）

第25回町内小学校

親善陸上大会結果
　9月20日、十日町市陸上競技場で、町内の小学校（5～6年）

親善陸上大会が開かれました。当日は、1種目に大会新記録が

生まれました。（＊二大会新）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

難

　　　　　　　〔女　　　子〕

5年100メートル
①大久保直子（橘）②大海美和子（千手）③貴田麻里子（千手）

6年同
①目黒幸枝（千手）②保坂歩（千手）③高橋えみ（千手）

5年80メートル
①星野秀美（橘）②高橋美恵子（上野）③木村　涼（橘）

6年同
①村越　恵（橘）②上村織江（上野）③相崎佑梨子（上野）

5年800メートル
①数藤　岬（千手）②蔵品真澄（千手）③田畑のぞみ（上野）

6年同
①村越　恵（橘）②星名亜希乃（千手）③小林美貴子（仙田）

5年走り幅とぴ
①大海美和子（千手）②木村　涼（橘）③高津久仁子（橘）

6年同
①目黒幸枝（千手）②高橋えみ（千手）③小柳優（仙田）

5年走り高とび
①大久保直子（橘）②小熊祥子（上野）③小林佐季子（仙田）

6年同
①登坂春菜（仙田）②上村織江（上野）③保坂　歩（上野）

5年400メートルリレー
①橘（藤巻希、木村涼、片桐美穂、大久保直子）
②千手A（数藤　岬、貴田麻里子、相崎朋子、大海美和子）

③上　野（若山奈津子、高橋美恵子、押木香織、小熊祥子）

6年同
①千手A（藤田美久、保坂　歩、佐藤　渚、目黒幸枝）
②上　野（若山桂子、相崎佑梨子、上村織江、内山瑠衣）

③　橘　（村越　恵、和久井早苗、田口香奈子、羽鳥陽子）

第19回町民マラソン大会
（敬称略）
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川
西
町
と
昔
日
の
栄
光

岩
瀬
金
　
子
幸
作

　
全
国
二
位
の
中
子
遺
跡

　
「
川
西
町
は
ど
の
へ
ん
で
す
か
」
と

聞
か
れ
た
と
き
、
　
「
十
日
町
市
の
隣
り

で
す
」
と
答
え
て
、
い
つ
も
不
面
目
の

思
い
を
す
る
の
は
筆
者
だ
け
で
あ
ろ
う

か
。
昔
は
逆
に
、
あ
っ
ち
よ
り
も
こ
っ

ち
の
栄
え
た
時
代
が
あ
っ
た
歴
史
を
い

く
つ
か
と
り
あ
げ
て
み
た
い
。

　
巨
大
な
配
石
遺
構
（
ス
ト
ー
ン
・
サ

ー
ク
ル
）
を
確
認
し
た
上
野
の
中
子
台

地
は
、
青
森
県
の
尻
屋
岬
に
次
ぐ
全
国

で
二
番
目
の
雄
大
な
遺
跡
地
で
あ
る
。

古
代
人
が
中
子
の
丘
を
祈
り
の
聖
地
と

し
、
山
の
根
を
中
心
に
花
開
い
た
縄
文

　
　
　
　
　
ひ
す
い
　
　
ま
が
た
ま

の
文
化
は
、
輩
翠
や
勾
玉
を
始
め
、
当

時
の
粋
を
集
め
た
装
飾
品
や
土
偶
、
狩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
び
た
だ

猟
、
漁
労
、
生
活
用
具
を
彩
し
く
出
土

さ
せ
て
お
り
、
川
西
の
先
住
民
が
、
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
い
げ
い

向
う
の
者
共
を
自
慢
げ
に
脾
睨
し
て
い

た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
中
子
台
地
下
方
の
旧
仙
田
街
道
入
口

の
赤
羽
根
か
ら
、
土
器
を
造
る
に
最
適

の
赤
土
（
粘
土
）
が
豊
富
に
出
土
し
て

い
た
。
縄
文
人
は
、
丈
夫
で
美
し
い
土

器
を
焼
く
た
め
に
こ
の
ベ
ト
を
求
め
て
、

い
ま
、
世
界
が
ア
ラ
ブ
の
産
油
国
へ
殺

到
す
る
よ
う
に
、
関
東
・
信
濃
や
越
の

国
の
全
域
か
ら
川
西
ヘ
ワ
ン
サ
と
足
を

運
ん
だ
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

　
赤
羽
根
の
ベ
ト
は
湿
り
気
の
少
な
い

ね
ば
土
で
、
乾
く
と
岩
の
よ
う
に
固
く

な
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
前
期
ま
で
脱
穀

　
　
　
　
ど
う
す

調
整
用
の
土
臼
に
好
ん
で
使
わ
れ
て
い

た
。
竹
で
編
ん
だ
丸
型
の
容
器
に
赤
羽

根
の
ね
ば
土
を
詰
め
て
臼
を
造
っ
た
が
、

子
ど
も
の
こ
ろ
峠
を
越
え
て
、
こ
の
ベ

ト
を
取
り
に
行
っ
た
記
憶
が
あ
る
。

庄
司
山
に
津
張
宗
親

　
「
中
魚
沼
郡
誌
」
に
、
　
「
源
平
の
際

じ
ょ
う
お
さ
も
ち
　
　
　
　
　
　
　
つ
わ
り
し
ょ
う
じ
む
ね
ち
か

城
長
茂
の
部
下
津
張
庄
司
宗
親
庄
司
山

に
居
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
長
門
本

（
平
家
物
語
）
に
よ
る
と
、
城
長
茂
は

六
万
騎
の
軍
勢
を
率
い
て
信
州
横
田
ヶ

原
の
木
曽
義
仲
を
攻
め
て
敗
れ
た
が
、

こ
の
戦
い
に
宗
親
も
一
万
騎
の
大
将
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い

な
っ
て
出
陣
し
て
い
る
。
津
張
庄
司
太

ふ夫
は
文
字
ど
お
り
津
張
（
妻
有
）
庄
を

司
る
太
夫
（
令
制
の
職
、
長
官
）
で
あ

っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
佐
野
良
吉
氏
は
「
随
想
・
妻
有
郷
」

の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
津
張
宗
親
は
、
一
説
に
よ
る
と
川

西
町
仁
田
の
西
方
に
そ
び
え
る
庄
司
山

が
本
拠
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
当
時
す

で
に
妻
有
荘
は
、
相
当
の
兵
力
を
養
う

だ
け
の
耕
地
や
集
落
が
存
在
し
て
い
た

と
考
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
」
。

　
昔
は
権
力
者
と
い
わ
れ
る
人
ほ
ど
山

中
に
住
ん
で
身
の
安
全
を
は
か
っ
た
と

い
う
が
、
こ
の
事
実
は
、
後
醍
醐
天
皇

が
吉
野
に
朝
廷
を
置
い
た
、
　
「
花
は
吉

野
に
嵐
吹
く
」
歌
で
も
う
な
づ
け
る
。

こ
の
視
点
で
妻
有
地
方
の
山
域
を
一
巡

す
る
と
、
地
理
的
に
も
軍
事
上
か
ら
も

川
西
の
山
々
が
と
く
に
重
要
な
地
点
で

あ
っ
た
こ
と
に
気
付
く
。
背
後
に
日
本

海
の
ル
ー
ト
を
結
び
、
眼
下
の
信
濃
川

と
関
東
へ
の
要
路
を
押
さ
え
て
君
臨
し

た
城
将
を
囲
ん
で
、
家
臣
た
ち
が
山
ろ

く
に
居
を
構
え
、
仁
田
・
野
口
や
元
町

・
鶴
吉
・
霜
条
・
坪
山
あ
た
り
の
山
の

根
が
、
ど
こ
よ
り
も
早
く
地
侍
の
集
落

を
形
成
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

普
門
寺
と
延
命
寺

　
元
弘
元
年
（
二
…
二
年
）
に
、
霜

条
（
山
田
観
音
堂
跡
）
に
建
立
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
が
ら
ん
　
　
　
　
ぽ
う

普
門
寺
が
七
堂
伽
藍
十
八
房
を
誇
っ
た

の
は
、
川
西
町
が
越
後
南
朝
の
重
要
な

拠
点
だ
っ
た
証
拠
で
あ
る
。
蒙
古
襲
来

か
ら
三
十
年
後
、
千
手
観
音
境
内
に
板

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ん

碑
の
供
養
塔
が
建
ち
、
後
に
霜
条
に
金

ど
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ょ
う
ぐ
ら

堂
、
五
重
の
塔
、
講
堂
、
経
蔵
、
鐘
楼
、

　
　
　
じ
き
ど
ヤ
つ

僧
房
、
食
堂
の
整
っ
た
大
き
な
寺
が
建

　
　
　
　
　
き
わ

っ
て
栄
華
を
極
め
た
の
で
あ
る
。

　
興
国
元
年
（
二
二
四
〇
年
）
の
夏
、

大
井
田
氏
ら
の
妻
有
勢
は
、
津
南
の
宮

野
原
か
ら
信
越
境
の
志
久
見
川
を
越
え

て
市
河
氏
領
内
へ
攻
め
入
っ
た
。
宗
良

親
王
を
い
た
だ
く
南
朝
軍
が
奮
起
し
た

と
知
っ
た
北
朝
軍
は
、
翌
二
年
五
月
に

大
挙
し
て
反
撃
し
、
妻
有
荘
を
襲
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ

新
田
軍
を
破
っ
た
。
こ
の
戦
い
で
、
反

里
に
あ
っ
た
延
命
寺
が
川
西
へ
移
っ
て

き
た
と
考
え
ら
れ
、
今
も
千
手
に
残
る

延
命
寺
の
地
名
と
屋
号
（
相
崎
伊
作
家

と
数
藤
和
夫
家
）
が
、
川
西
南
朝
最
後

の
輝
き
を
間
い
か
け
て
く
れ
る
。

　
じ
し
ゅ
う

時
宗
文
化
と
板
碑
の
謎

　
君
の
た
め
世
の
た
め
な
に
か
惜
し
か

ら
ん
　
捨
て
て
甲
斐
あ
る
命
な
り
せ
ば

　
　
　
　
　
む
ね
な
が

と
詠
ま
れ
た
宗
良
親
王
を
、
正
平
七
年

（
二
二
五
二
年
）
に
節
黒
城
に
奉
じ
て

戦
っ
た
の
は
新
田
義
宗
で
あ
る
。
こ
の

時
代
の
隆
昌
を
裏
付
け
る
板
碑
が
川
西

町
で
三
十
三
基
発
見
さ
れ
て
い
る
の
に
、

対
岸
の
十
日
町
で
一
基
し
か
確
認
さ
れ

な
い
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
。
　
「
地
下
に
眠

っ
て
い
る
、
時
が
経
て
ば
出
て
く
る
」

と
い
う
説
も
あ
る
が
、
そ
う
で
あ
る
な

ら
六
百
余
年
を
経
た
現
在
ま
で
に
も
つ

と
多
く
発
見
さ
れ
て
い
て
も
よ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
じ
し
ゅ
う

　
「
十
日
町
に
は
時
宗
の
文
化
が
浸
透

し
た
が
、
川
西
に
は
そ
れ
ほ
ど
で
な
か

っ
た
、
十
日
町
に
板
碑
が
無
い
の
は
宗

教
上
の
違
い
だ
」
と
指
摘
す
る
説
も
あ

る
。
な
る
ほ
ど
、
十
日
町
に
は
日
本
で

も
屈
指
の
時
宗
寺
院
と
い
わ
れ
る
来
迎

寺
が
あ
り
、
念
仏
踊
り
が
風
流
化
し
た

「
大
の
阪
」
が
今
も
盆
に
踊
ら
れ
て
い

る
が
、
あ
の
切
々
と
胸
に
ひ
び
く
節
ま

わ
し
は
橘
、
上
野
、
千
手
で
も
川
東
と

同
様
に
歌
い
踊
り
継
が
れ
て
い
る
。

　
東
京
大
学
の
山
田
邦
明
助
教
授
（
仁

田
出
身
）
は
、
橘
の
北
田
如
意
庵
跡
の

凡
字
碑
に
刻
ま
れ
て
い
る
「
道
阿
」
の

あ
　
み
阿
弥
号
は
時
宗
特
有
の
法
名
で
あ
る
と

指
摘
す
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
時
宗
文
化

の
浸
透
し
な
か
っ
た
川
西
に
「
道
阿
敬

臼
」
の
碑
が
存
在
し
、
十
日
町
に
こ
う

し
た
碑
が
無
い
の
は
臆
に
落
ち
な
い
。

　
千
手
は
古
来
織
物
の
名
産
地
で
、
女

衆
の
織
っ
た
上
布
が
京
都
に
送
ら
れ
、

高
貴
な
方
々
が
好
ん
で
身
に
ま
と
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
や

と
い
う
。
こ
の
こ
ろ
の
、
都
で
流
行
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
こ
う

た
歌
が
伝
わ
っ
て
「
千
手
露
香
」
が
生

ま
れ
た
そ
う
だ
か
ら
、
織
物
の
歴
史
も

そ
れ
だ
け
古
い
伝
統
を
も
つ
。

　
こ
う
し
た
歴
史
を
考
え
て
み
て
も
、

わ
が
町
の
知
名
度
が
隣
接
市
よ
り
低
い

か
ら
と
い
っ
て
引
け
目
を
感
ず
る
必
要

は
ど
こ
に
も
な
い
。
こ
れ
か
ら
は
、
「
川

西
の
隣
り
が
十
日
町
で
す
」
と
答
え
て

誇
ら
し
く
生
き
る
こ
と
に
し
た
い
。

中
子
台
地
か
ら
十
日
町
を
望
む

　
　
　
　
平
成
七
・
九
・
二
十
写
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防
災
の
備
え
し
て
ま
す
か

　
平
成
七
年
一
月
十
七
日
午
前
五
時
四

　
　
　
　
　
　
　
　
り
つ

十
六
分
に
起
っ
た
戦
棟
。
簿
れ
て
い
ま

せ
ん
か
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
災
禍
。

　
わ
た
し
た
ち
が
暮
ら
す
日
本
は
、
い

つ
ど
こ
で
大
き
な
地
震
が
起
き
て
も
不

思
議
で
は
な
い
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
地

震
多
発
国
で
す
。
し
か
し
、
み
ん
な
が

み
ん
な
、
地
震
に
対
す
る
備
え
を
し
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。
阪
神
・
淡
路
大
震

災
の
被
害
に
遭
っ
た
神
戸
市
民
を
対
象

に
行
わ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
　
「
災

害
に
対
す
る
備
え
を
し
て
い
た
」
と
答

え
た
人
は
、
全
体
の
約
二
割
に
も
満
た

な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
次
に
紹
介
す
る
ビ
デ
オ
（
十
五
分
間
）

　
　
　

は
、
社
日
本
広
報
協
会
が
自
治
省
消
防

　
　
　

庁
な
ど
の
協
力
を
得
て
作
成
し
た
も
の

で
、
地
震
防
災
の
な
か
で
も
地
震
に
対

す
る
備
え
に
焦
点
を
紋
り
、
家
具
の
固

定
や
非
常
用
品
を
最
小
限
そ
ろ
え
る
に

は
予
算
が
ど
れ
位
か
か
る
か
な
ど
を
具

体
的
に
分
か
り
や
す
く
解
説
し
た
も
の

で
す
。
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
は
教
育
委
員
会

と
役
場
総
務
課
に
一
本
づ
つ
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
家
庭
や
職
場
で
の
防
災
会
議

の
際
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　　　繊織
ご
利
用
く
だ
さ
い
防
災
ビ
デ
オ

皿
　
ず
　
し
し

甥
げ
蓄
一

＾
　
　
　
　
　
　
心

A

扮
墓

小
わ
琶

　
　
岬
壇

高
崎
正
風
選

石
垣
の
上
よ
り
ど
っ
と
こ
ぼ
れ
萩

丈
草
の
中
鬼
灯
の
色
あ
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

穂
芒
も
添
え
花
盛
り
て
米
寿
祝
ぐ

秋
蝶
の
飛
び
交
ふ
キ
ャ
ベ
ッ
畑
か
な

　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
白
井
す
み
い

思
い
出
を
書
い
て
は
消
し
て
夜
の
秋

金
銀
の
色
紙
に
秋
の
句
を
書
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
足
立
区
涌
井
ハ
ル
子

穂
を
噛
ん
で
よ
り
刈
り
始
じ
む
豊
の
秋

柿
を
む
く
こ
の
手
明
日
も
稲
を
刈
る

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
須
藤
遊
人

研
ぎ
減
り
し
鎌
よ
く
切
れ
て
豊
の
秋

古
里
の
一
人
娘
は
月
見
豆

　
　
　
　
　
　
足
立
区
駒
形
頼
太

台
風
の
後
の
静
け
さ
雨
戸
く
る

上
棟
式
木
の
香
漂
よ
う
秋
日
和

　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

山
々
の
晴
れ
ゆ
く
底
の
霧
動
く

台
風
を
外
れ
た
る
ら
し
き
地
蔵
尊

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

味
噌
汁
の
に
ほ
へ
る
小
路
ざ
く
ろ
熟
れ

青
柿
の
ぽ
と
り
と
落
ち
し
蟻
の
道

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

鬼
灯
を
鳴
ら
せ
し
記
憶
お
さ
げ
髪

葛
咲
い
て
仙
田
街
道
つ
づ
き
を
り

　
　
　
　
　
　
　
新
町
若
山
向
山

水
澄
め
る
瀬
音
静
か
に
渋
海
川

長
雨
に
倒
れ
し
稲
を
刈
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
中
条
石
平

爽
や
か
に
ポ
プ
ラ
の
揺
る
・
風
の
み
ち

間
引
き
す
む
菜
の
の
び
の
び
と
育
ち
を
り

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

葛
の
葉
に
今
日
の
入
日
の
残
り
を
り

野
仏
の
笑
顔
に
ふ
れ
て
女
郎
花

　
　
　
　
　
　
　
上
野
内
山
　
寛
平

爽
や
か
に
朝
の
新
聞
受
取
り
ぬ

コ
ス
モ
ス
に
コ
ス
モ
ス
の
風
あ
り
に
け
り
．

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
寅
生

薬
師
堂
跡
水
引
の
ひ
っ
そ
り
と

彼
岸
明
け
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
音
ひ
・
・
く

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
小
幡
し
ん
女

白
雲
の
う
す
う
す
流
れ
赤
ト
ン
ボ

栗
飯
に
し
み
じ
み
と
知
る
母
の
味

　
　
　
　
　
　
高
原
田
　
引
間
　
子
舟

朝
市
の
熟
れ
鬼
灯
の
紅
さ
か
な

水
羊
か
ん
色
そ
れ
ぞ
れ
に
涼
し
け
れ

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂
酔
月

遙
か
な
る
大
佐
渡
小
佐
渡
稲
光
り

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
田
中
優
美

日
に
日
に
と
色
を
増
し
ゆ
く
稲
穂
か
な

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
五
十
嵐
ト
ラ

秋
の
庭
愛
で
手
入
れ
せ
し
夫
逝
け
る

　
　
　
　
　
　
田
中
町
石
沢
澄
代

鶏
頭
の
滴
る
ご
と
く
紅
濃
ゆ
し

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

美
術
館
出
で
て
気
づ
け
る
秋
の
暮

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
由
喜

故
里
の
香
る
新
米
届
き
け
り

　
　
　
　
　
相
模
原
市
　
佐
藤
　
周
三

竹
馬
を
妻
も
五
六
歩
子
供
の
日

　
　
　
　
　
　
　
元
町
金
子
鉄
平

鶏
頭
の
色
あ
ざ
や
か
な
門
辺
か
な

　
　
　
　
　
　
浦
和
市
登
坂
博
史

秋
の
陽
に
紫
紺
色
濃
き
茄
子
か
な

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

渦
巻
き
し
稲
や
台
風
去
り
し
跡

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斉
木
　
和
人

旧
道
も
潔
め
ら
れ
た
る
秋
祭
り

　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

サ
ル
ビ
ア
の
な
ご
り
の
赤
に
と
ん
ぼ
舞
う

　
　
　
　
　
　
　
伊
友
　
奥
山
三
枝
子

山
裾
の
ブ
ド
ウ
園
な
る
広
さ
か
な

　
　
　
　
　
　
厚
木
市
川
崎
保
一

朝
露
の
冷
え
あ
る
青
菜
間
引
き
け
り

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
入
沢
　
は
や

⑭7．10．10

　
　
　

　
　
略

　
　
称

　
　
敬

意
ー

韮
目

一般寄附金

10万円実（田中町）石沢

暮らしのカレンダー

10

毒　　　　　　　　　鍛

11

12
3歳児健診（保健センター）
エィズ予防講演会（県立川西高校）

13

14

圭5 川西町健康まつり（川西中学校）

16 三混・二混予防接種（総合セ③）

17 糖尿病検診（総合センター）

18 三混・二混予防接種（上野コミ③）

19 三混・二混予防接種（克雪セ③）

20
三混・二混予防接種（高齢コミ③）
健、相談（保健センター）

21

22

23

24

25

26 三混・二混予防接種（総合セ⑤）

27

28

欝
ワンワンフェスティバル　イン　ナカゴ

（ナカゴグリーンパーク）

30 胃がん・大腸がん検診（高齢コミ）

1
　
　
1

3 胃がん・大腸がん検診（上野コミ）

　　　　　　　　　　鶏

2

3 白倉自慢会（旧白倉小学校周辺）

4

5

6 麻しん予防接種（総合センター）

7 麻しん予防接種（克雪センター）

8

9
麻しん予防接種（上野コミセン）
4か月児健診（保　センター）

10 麻しん予防接種（高齢者コミセン）

◎［コは日曜日。

◎時間など詳しくは、広報お知らせ

　版をご覧ください。
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秋すき込み　　春すき込み

基準地の標準価格が公告される

　国土利用計画法施行令（昭和49年政令第387号）第
9条第1項の規定により、基準地の単位面積当たりの標
準価格が公告（平成7年9月20日新潟県報号外1）さ
れましたのでお知らせします。

基準地番号 所　　　　　在 1㎡当たり価格

川西（県）一1 川西町大字中仙田甲841番3
　　　　　　　　　　　外3筆 4，500円

一2 〃　大字水口沢181番 16，100円

5－1 〃　大字山野田27番3 24，100円

㌔た迎　　⑨⑧　　⑦　　⑥⑤④③　　②①項め　　切日栄るな蛋菜性ごこの蛋究か

軽雲御耽防備騰裸馨駿星拝募あ錦蘇賎譲腔自
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　今回は木島の南雲真子さんです。
　「自動車の免許が取れてうれしい。

でもまだ慣れないのでハンドルを握る
のが不安です。子供がよく動いてくれ
るので一日子守をしていると疲れるほ
どです」と話してくれました。
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▲　「ふしぎなくつ」

　3年生小林圭子さん

to月10日第二藤巻医院（上野）

　　　　8　68－2018

15日中条病院（中条）

　　盈　57－3018

22日山口医院（下条）

　8　55－2003

29日中条病院（中条）

　　費　57－3018

11月3日至誠堂医院（西浦東）

　　　　魯　52－3276

5日富田医院（神明町）

　歪2　52－3269

12日国保診療所（高原田）
　　（クリニック川西）

　　費　68－2034
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（11月号は川西中学校です）
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